
GL21

グリーンライフ２１

粉砕業

廃棄物

製土業

製陶業

卸売業建材

調査機関

行政
観光協会

大学
NPO

研究機関

循環･再生システムの構築

循環に関わる一連の企業参加

埋立ての廃止

枯渇性資源の有効
利用

リデュース
（埋め立て地の延命）

リサイクル

（再生原料使用）

グリーンライフ２１(ＧＬ２１)
陶磁器のリサイクル

１９９７年６月設立 （2006年4月法人化）

美濃焼

地場産業の活性化

美濃のＲｅ-食器は、生活の中で壊
れたり、馴染まなくなった不用食器や
産地内で発生した不良品を回収し、
これを粉砕して原料として20％以上
まぜて、再度焼成するものです。



粉砕物を20％
以上配合
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廃食器の回収

粉 砕

エコマーク第一号認定

（日用品･焼物）
←

Ｒｅ-食器
（国内外初の食器リサイクル技術）

器から器へ
Life Cycle

１．粉 砕

２．坏土作製

３．成形・焼成

４．製品・流通

５．生活使用

６．回 収

リサイクル
（ユザーの回収意識と
回収という実働で実現）

リサイクル
（リサイクル率20％は既存食器と

同じ工程で造りやすく、
20％以上はCO2削減がある）

環境情報表示（エコマーク）
使用者・行政・流通・研究機関とのリサイクルネットワークの
形成がなければ実現できない。

市民参加型の製品



法的な位置付けと経済効果

中野市,須坂市,多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ環境組合,垂井町,松本市,多治見市,国分寺市,甲府市,安曇野市,立科町,南濃衛生施設利用

事務組合池田町,山形村,白馬村,塩尻市, 朝日村, 大町市,墨田区,辰野町,佐久穂町,駒ヶ根市,下呂市,瑞浪市,飯山市,

駒ヶ根市では、行政による回収がすでに始まっております。（この中にはリユースできるものを現地で販売している団

体もあります）箕輪町食器リサイクルの会,伊那市不用食器リサイクルの会は試験回収を実施しました。

市町村の埋立て費用削減
（市町村により異なる）

原材料費低減

（資源化委託費用に
より異なる）

リユース （不用食器の販売）



不用食器の回収

陶磁器製食器（食品衛生法で有害物質の溶出が制
限され安全性が確保）に限定して回収することで分別
コストが低減される。

土鍋や植木鉢（駄鉢）、当然ガラスも対象外で、白と色
の分別については、現在協議中です。

色食器と白食器

リサイクル
（食器に限定することで分別が容易で安全）



食器の再資源化

１．原料受入検査（水濡れないか）

２．原料計量（ﾌﾚｺﾝ毎）・受入記録

３．原料保管

４．原料排出

５．原料投入

６．破砕・分級（１ｍｍ篩下）

８．包装

７．工程内検査・記録
製品検査・記録

９．製品保管

１０．製造日報
出荷検査・記録

１１．出荷

再生処理工場ではフレコン毎に計量し、目開きが1ｍｍの網を通
過するまで破砕され、陶土・耐火物・タイル原料として再資源化さ
れます。



リサイクルネットワークの構築と多様
なビジネスの創出

「やっぱり食器はゴミにしたくない」という思いが、ユーザー・流通・消費各地域・行政・研究機関等のリサ
イクル･ネットワークを構築しました。下図はオーガニック食材を扱う宅配会社やカフェ、事業のグリーン化
や社会貢献を進める百貨店や大手事業所、地域のごみ減量とエコライフを啓発するＮＰＯ・消費生活団体、
自治体等々と、双方の連携で進めるネットワーク活動の幾つかを例で示しました。廃食器回収とRe-食器
の消費活用という地域の環境活動は作り手に地域需要に密着した多様なビジネス機会を提供しています。

県内外からの焼物リサイクル視察

地域コミュニティ、ＮＰＯ、行政、市民に
よる不用食器回収とRe食器の活用

事業所のゴミ
ゼロ化の推進

他業界の
廃食器活用

有機野菜や日用品等の流通による
不用食器回収とRe食器の販売

作り手と使い手の交流
とコミュニティビジネス

里山保全に資する
焼物づくり→

まちづくりイベントで
Re食器の消費活用

不用食器の回収とＲｅ食器の消費活用
オーガニックカフェ
などのグリーン購入

地域における環境
学習と啓発活動

GL21

スイーツ
用リター
ナブル容
器開発
←

陶工による伝統
陶器づくり Re織部



エコデザインの推進
「作り易く」「使い易く」「戻し易い」

リターナブル
スイーツ容器 ペーパーレス ＭＥＭＯプレート

万博オフィシャルショップ商品

グッドデザイン賞「エコロジーデザイン賞」

製造
使用

安全回収
負荷の

低減

Life Cycle DesignLife Cycle Design

清雅清雅

簡彩簡彩
… が私たちのカタチです。… が私たちのカタチです。

省エネデザイン（節水）

リユース（リターナブル容器）

「作り易く」「使い易く」「戻し易い」を基本に製造
面、使用面で少しでも環境負荷を少なくする器を
提案します。（過度な絵付けを回避し、安全で美
しい着彩。洗いやすく・水切れが良く・収納しや
すい形。真っ白ではないがゆえに生み出す ”人
間的で温かな美しさ”を大切にします。）

各種飲食器類、スイーツ容器、ペーパーレス・メ
モ･プレート等の開発はいずれも、全ライフサイク
ルにおける環境負荷低減と安全性、使用後の再
生のし易さを考慮したものです。

暮らしに身近な食器を切り口にしたエコライフの醸成をはか
る活動が全国各地で展開

2007 年 容器包装３Ｒ推進環境大臣賞『製品部門奨励賞』
2006 年 日本環境経営大賞環境価値創造部門パール大賞
2005 年 万博協会から「愛・地球賞」（世界の環境技術100 件を表彰）
2003 年 グッドデザイン賞『新領域デザイン部門』入賞
2001 年 グッドデザイン賞『エコロジーデザイン賞』


